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■表紙の写真説明

1１月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

10月11日、柊野小学校で行

われた獅子舞体験活動の様子。

（Ｐ13に関連記事）

２　第５回町民体育祭

４　平成25年度上半期の予算

　　執行状況

７　シリーズ　　　　　　　　　

　　子どもたちが元気！

　　学校が元気！

10　まちのニュース　　

16　保健師だより

17　まちの歴史探訪

21　お便りコーナー

５　平成25年度水道事業の上

　　半期執行状況

18　くらしの情報

６　住宅リフォーム補助制度

24　人・夢

　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ

　　１歳で～す

獅子舞体験活動

８　地域医療を考えるシンポジウム

　　アンケート結果　
10
月
13
日
、
雲
一
つ
な
い
秋
空
の
下
、
宮
之
城
運
動
公
園
で

第
５
回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
祭
は
、
町
体
育
協
会
主
催
で
２
年
に
１
度
開
催
さ

れ
、
20
支
部
（
公
民
館
）
が
２
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
様
々

な
種
目
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
種
目
と
し
て
「
そ
れ
い
け
マ
イ
ボ
ー
ル
」
や
「
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
恒
例
の
「
み
ん
な
お
ど
い
も
ん
そ
」
で
は
、
老
若
男
女
が
大

き
な
輪
に
な
り
踊
り
を
披
露
。
こ
の
日
の
た
め
に
特
訓
を
重
ね

た
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
種
目
で
あ
る
男
女
総
合
リ
レ
ー
で
は
各
地
域
選
出
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
集
結
し
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
、
今
年
も
大
盛

況
の
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

Ａパート優勝　柏原支部

やった！入りました!!

応援で地域を盛り上げます それ！何個入るかな？

正々堂々戦うことを誓います！

タイミングを合わせジャンプ!!

保護者の声援を受け力強く走りました（もうすぐ１年生）

Ｂパート優勝　鶴田支部

第
５
回
町
民
体
育
祭

第
５
回
町
民
体
育
祭

秋
空
秋
空

①さつまるちゃんも楽しく踊ったよ（みんなおどいもんそ）

②最後の最後で…抜いたど～！！（呼吸を合わせて）

③地域のために一生懸命走ります！（小中高生リレー）

④どっちが勝った？（スポーツ少年団対抗リレー）

⑤一斉にスタート（マラソン）

⑥応援にも力が入ります。頑張れ～!!

玉
入
れ

小
中
高
生
リ
レ
ー

ね
ら
い
を
さ
だ
め
て

マ
ラ
ソ
ン

給
水
リ
レ
ー

そ
れ
い
け
マ
イ
ボ
ー
ル

も
う
す
ぐ
１
年
生

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
リ
レ
ー

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
リ
レ
ー

み
ん
な
お
ど
い
も
ん
そ

ま
わ
せ
ば
わ
か
る
さ
!?

長
縄
と
び

呼
吸
を
合
わ
せ
て

ま
ち
を
き
れ
い
に

女
子
総
合
リ
レ
ー

男
子
総
合
リ
レ
ー

１２３４５６７８９10　11　12　13　14　15　16　17　

の
下
、
爽
や
か
に

の
下
、
爽
や
か
に

さ
わ
さ
わ

①

②

③

④

⑥⑤

プ
ロ
グ
ラ
ム

大
会
結
果

  

Ａ
パ
ー
ト

　
優
勝
　
　
柏
原
支
部

　
準
優
勝
　
神
子
支
部

　
３
位
　
　
宮
之
城
屋
地
支
部

  

Ｂ
パ
ー
ト

　
優
勝
　
　
鶴
田
支
部

　
準
優
勝
　
時
吉
支
部

　
３
位
　
　
平
川
支
部

　
躍
進
賞
　
宮
之
城
屋
地
支
部

■



1,431,431

4,465,170

78,566

93,039

294,360

138,829

29,063

0

874,133

1,876,176

5,564,205

172,668

190,392

1,175,417

1,029,528

395,084

1,384,700

1,641,024

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000 6,000,000

町税

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

諸収入

町債

その他

単位：千円

■収入

収入済額　７４億４５９万１千円
収入率　 　５５．１％

　　　 予算額　 　　収入済額

1,546,696

317,631

65,755

200,215

0

137,882

1,002,330

1,118,122

1,069,015

2,258,804

4,443

1,114,577

1,301

469,870

344,616

296,642

975,547

67,871

503,344

135,341

882,076
3,657,960

2,650,548

9,329

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000 3,500,000 4,000,000

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

単位：千円

■支出
支出済額　５４億７２万１千円

支出率　　 ４０．２％

　　　 予算額　　　 支出済額

４広報さつま５ 広報さつま

　上半期（９月末）の一般会計予算執行状況は、収入額が７４億４５９万１千円（収入率55.1％）、支出
額が５４億７２万１千円（支出率40.2％）となっています。
　収入については、国からの地方交付税等が上半期に多くなる反面、国・県支出金や地方債（借入金）に
ついては、建設工事をはじめとする補助事業等の完了時期が年度末になることから下半期に多くなります。
　支出についても同様で、災害復旧事業や災害関連経費を含めた補助事業等の完了時期の関係により、下
半期に多くなります。

主な事業の補正予算額は
右のとおりです。

収入率 支出率

46% 42%

28% 26%

50% 41%

35% 46%

77% 43%農業集落排水事業特別会計 4,328万7千円 3,336万3千円 1,870万3千円

介護サービス事業特別会計 2,200万円 780万7千円 1,005万2千円

介護保険事業特別会計 30億1,400万3千円 15億731万1千円 12億3,134万8千円

後期高齢者医療特別会計 3億1,900万2千円 9,045万6千円 8,353万円

支出済額

14億3,483万5千円15億7,349万8千円34億3,050万円

特 別 会 計

国民健康保険事業特別会計

予　算 収入済額

○社会資本整備総合交付金事業費（道路改良舗装工事等）……………　４，６５５万１千円

○過疎対策道路整備事業費（道路改良舗装工事等）…………………………　３，３８０万円

○県単急傾斜地崩壊対策事業費（急傾斜地崩壊対策工事）…………………　１，９００万円

○ごみ処理管理費（灰出しコンベヤー補修、屋根防水修繕）………………　１，９００万円

○道整備交付金事業費（測量設計業務、補償費等）…………………………　１，２２０万円

○農業基盤整備促進事業費（農道改良舗装工事、測量設計業務）…………　１，２００万円

○予防接種事業費（予防接種補助）………………………………………　１，１８２万２千円

○少子化対策事業費（すこやか子育て支援手当）…………………………………　９３０万円

○有害鳥獣捕獲事業費（緊急捕獲等対策報償）……………………………………　９０１万円

基　金　名 金　額 基　金　名 金　額

役場庁舎建設基金

住宅新築資金等貸付町債償還基金

退職手当組合調整特別負担金基金

災害対策基金

電源立地地域対策交付金事業基金

ふるさとさつま応援基金

子ども健やか育成基金

財政調整基金

減債基金

町営住宅建設等基金

9億4,837万2千円

53万8千円

7,044万9千円

6,356万2千円

197万2千円

9,022万8千円

36億6,619万円

2億220万5千円

2億2,868万2千円

8,136万3千円

奨学資金貸付基金

公共施設整備基金

介護保険給付費準備基金

国民健康保険基金

国民健康保険高額療養資金貸付基金

合　計

農業集落排水事業施設等維持補修基金

まちづくり振興基金

地域公共交通対策維持確保基金

土地開発基金

肉用牛特別導入事業基金

4,118万9千円

2億4,187万7千円

5,090万1千円

3億2,008万円

1,000万円

1,812万4千円

66億5,880万3千円

4億4,016万円

3,252万3千円

1億2,855万6千円

2,183万2千円

平
成
25
年
度

上水道事業 簡易水道事業

25年度予定

給 水 件 数

項　目 

総 給 水 量

１日平均給水量

4,662件

1,055,500ｍ

2,892ｍ

4,640件

534,767ｍ

2,938ｍ

25年９月末 25年度予定 25年９月末

3

3

3

3

5,666件

1,241,352ｍ

3,401ｍ

5,663件

663,946ｍ

3,648ｍ

3

3

3

3

●平成25年度上半期業務量（平成25年9月30日現在）

上水道事業 簡易水道事業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

科　目
予算額

145,384

133,989

4,969

49,635

74,019

61,843

2,104

22,622

50.9％

46.2％

42.3％

45.6％

241,797

234,655

80,589

192,001

115,714

96,326

50,000

95,886

47.9％

41.1％

62.0％

49.9％

執行額 執行率 予算額 執行額 執行率

(単位：千円)●平成25年度上半期執行状況（平成25年9月30日現在）

平
成
25
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
31
年
９
月
３
日
生
（
57
歳
）

昭
和
55
年
１
月
薩
摩
町
職
員
に
採
用

さ
つ
ま
町
企
画
広
報
課
長
補
佐
、
定
住
促
進
室
長
、

総
務
課
長
な
ど
を
歴
任

　
さ
つ
ま
町
の
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
さ
つ
ま
町
」
の
実
現
の
た
め
に
、
充
分
な
会
話

を
行
い
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
26
日
に
、
薩
摩
工
業
団
地
へ
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
向
け
た
基
本
協
定
の
調
印

と
売
買
契
約
の
締
結
を
大
和
電
機
株
式
会
社

（
本
社…

霧
島
市
、
岩
﨑
一
美
代
表
取
締

役
）
と
行
い
ま
し
た
。

　

薩
摩
工
業
団
地
は
、
こ
れ
ま
で
工
業
団
地

と
し
て
分
譲
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
町
に
お

け
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
目
的

に
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
）
の
設
置
希
望
事
業
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
３
社
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

大
和
電
機
株
式
会
社
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
で
は
、
大
和

電
機
株
式
会
社
が
町
土
地
開
発
公
社
の
分
譲

地
約
１
．
９
ha
を
取
得
し
、
出
力
１
，
６
６

０
kW
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
約
６
，
８
０
０
枚

を
設
置
し
て
一
般
家
庭
約
５
５
０
世
帯
分
の

使
用
量
に
相
当
す
る
年
間
１
６
２
万
６
，
３

４
８
ｋ
Ｗ
ｈ
の
発
電
を
行
い
、
発
電
し
た
全

量
を
九
州
電
力
株
式
会
社
に
売
電
す
る
も
の

で
す
。

握手する日髙政勝町長と岩﨑一美代表取締役(左）

平
成
25
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況

（
平
成
25
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

上半期の一般会計予算執行状況

予算総額　１３４億２,９１９万４千円

■補正予算の
　　主な内容■

■上半期の特別会計予算執行状況■

補正予算額　

２億７,９１9万４千円

■基金(貯金)の状況■

水
道
事
業
の

　

上
半
期
執
行
状
況

紺
屋
副
町
長
あ
い
さ
つ

紺
屋
　
一
幸
（
求
名
）

紺屋　一幸
副町長

　
10
月
２
日
、
副
町
長
の
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
、

総
務
課
長
の
紺
屋
一
幸
氏
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
25
年
10
月
３
日
か

ら
平
成
29
年
10
月
２
日
で
す
。

さ
つ
ま
町
副
町
長
の
紹
介

薩摩工業団地への メガソーラー設置に向け基本協定薩摩工業団地への薩摩工業団地への

こ
ん
や　

 　

か
ず
ゆ
き

や
ま
と



６広報さつま７ 広報さつま

○
「
泊
野
大
好
き
」
の
部
分
が
と
て
も
良
い
感

じ
に
な
り
ま
し
た
。

○
他
の
人
も
い
い
曲
が
で
き
て
い
た
の
で
、
す

ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

○
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
や
泊
野
小
の
み
ん
な
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
、
元
気
で
明
る
い
曲
に
な
れ

ば
い
い
な
。

　

泊
野
小
学
校
で
は
、
「
さ
つ
ま
学
」
と
し
て
、

絵
画
・
写
真
・
詩
・
作
文
・
歌
な
ど
で
泊
野
を

表
現
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
泊
野
の

よ
さ
を
音
楽
で
表
現
す
る
活
動
を
重
点
活
動
と

し
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
鹿
児
島
作
曲
協
会
の
音
楽
家
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
泊
野
の
よ
さ
が
詰
ま
っ

た
ふ
る
さ
と
泊
野
の
歌
を
子
ど
も
た
ち
が
作
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
夏
休
み
に
、
泊
野
区
の
皆
さ
ん
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
、
「
大
切
に
し
た
い
、
残
し

た
い
泊
野
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
言
葉
を
集
め
、

子
ど
も
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
歌
詞
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

音
楽
家
の
指

導
を
受
け
な

が
ら
、
曲
を

つ
く
る
授
業

を
６
回
行
い

ま
し
た
。
残

り
６
回
の
授

業
で
曲
を
完

成
さ
せ
、
保

護
者
や
校
区

の
皆
さ
ん
に

披
露
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
の
考
え
と
友
だ
ち
の
考
え
の
違
い
や
、

お
互
い
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
泊
野
の
よ
さ
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
郷

土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
で
き
あ
が
っ
た
曲
を
使
っ
て
ミ
ニ

オ
ペ
ラ
へ
の
発
展
学
習
に
も
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

　

流
水
小
学
校
で
は
、
「〝
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
流

水
っ
子
〟
活
動
」
と
銘
打
ち
、
学
力
向
上
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

実
物
投
影
機
（
書
画
カ
メ
ラ
）
を
購
入
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
１
・
２
）
ま
た
、
授
業
外
で
は
、
「
学

び
タ
イ
ム
」
を
設
定
し
て
、
一
人
一
人
の
学
力

の
状
況
に
応
じ
た
学
習
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
写
真
３
）
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
「
家
庭
学

習
強
調
週
間
」
を
定
期
的
に
設
け
、
『
が
ん
ば

り
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
』
を
活
用
し
て
家
庭
学
習

の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
（
写
真
４
）

　

学
習
の
内
容
や
状
況
に
応
じ
て
、
実
物
投
影

機
や
大
型
テ
レ
ビ

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
効
果
的
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
児
童
は
視
覚

的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
学
習
内
容

に
対
す
る
興
味
関

心
が
高
ま
り
、
知

識
の
定
着
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
一

人
の
学
力
の
状
況

に
応
じ
た
授
業
外

の
学
習
活
動
を
定
期
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
基
礎
的
・
基
本
的
内
容
の
確
か
な
定
着
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
学
力
向
上
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
授
業
・
個
別
指
導
・
補
充
指

導
・
家
庭
学
習
に
丁
寧
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

『
う
つ
く
し
く 

か
し
こ
く 

た
く
ま
し
く
』
と

い
う
校
訓
の
下
、
元
気
な
流
水
っ
子
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
活
動
の
紹
介
①

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教
師
や
保
護

者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ
や
か
に
育
て
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
数
か
月
に
わ
た
り
、
数
校
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
取
組
の
様
子

や
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
、
成
果
等
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
紹
介
し
ま
す
。

　

音
楽
に
親
し
む

　

子
ど
も
た
ち

▲

▲作曲協会の方々と相談しながら曲作りを行う子どもたち

▲写真３　「学びタイム」の様子

写
真
１　

実
物
投
影
機
を

使
っ
た
授
業
①

▲

写
真
２　

実
物
投
影
機   

 

を
使
っ
た
授
業
②

▲

　

既
存
の
個
人
住
宅
の
部
屋
の
増
改
築

や
屋
根
、
外
壁
、
内
装
等
の
改
修
な
ど

の
20
万
円
（
消
費
税
相
当
額
含
む
）
以

上
の
工
事
が
対
象
と
な
り
、
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
費
の
20
％
に
相
当
す
る
額
を
補

助
し
ま
す
。

　

上
限
額
：
一
般
世
帯
20
万
円
、
子
育

て
世
帯
30
万
円
。
（
千
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
ま
す
）

　

子
育
て
世
帯
と
は
、
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

・
さ
つ
ま
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録

を
有
す
る
方

・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
住
宅
の
所

有
者

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
住
宅
に
自

ら
居
住
し
、
又
は
配
偶
者
若
し
く
は

二
親
等
以
内
の
者
が
居
住
し
て
い
る

方
。

・
補
助
対
象
者
が
所
有
し
、
町
内
に
建

っ
て
い
る
個
人
住
宅
又
は
併
用
住
宅

（
個
人
住
宅
部
分
の
み
）
が
対
象
で

す
。
賃
貸
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

・
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
つ
い
て
、
さ
つ
ま
町
等
の

住
宅
関
連
助
成
制
度
の
補
助
対
象
と

な
る
工
事
と
重
複
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
さ
つ
ま
町
内
に
本
社
、
営
業
所
等
の

事
業
所
を
有
す
る
法
人

・
さ
つ
ま
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

現
に
居
住
し
て
い
る
個
人
業
者

　

申
請
書
一
式
・
見
積
書
・
図
面
・
施

工
箇
所
の
写
真
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

申
請
様
式
は
本
庁
建
設
課
、
鶴
田
・

薩
摩
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。　

※
申
請
前
に
着
手
し
て
い
た
ら
補
助
を

　
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
は
、
町

登
録
業
者
の
施
工
で
な
け
れ
ば
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

第
１
回
募
集

■
受
付
日
時

　

11
月
13
日
（
水
）

　

11
月
14
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
受
付
会
場

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
い
き
い
き
学
習
室

第
２
回
募
集

■
受
付
日
時

・
11
月
25
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

・
11
月
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
受
付
会
場

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
い
き
い
き
学
習
室

　

（
注
）
右
記
日
時
以
外
の
受
付
け
は
、

　
　
行
い
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
交
付
申
請
の
申
込
み
は
、
申

　

請
者
に
代
わ
っ
て
代
理
人
が
申
請
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
理
申
請
の

　

と
き
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

・
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
を
行
い
決
定
い
た
し
ま
す
。

【
抽
選
日
時
等
】

■
日
時　

12
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

■
場
所　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
い
き
い

　
　
　
　

き
学
習
室

産地がわかる！ 米トレーサビリティ制度

制度に関するお問い合わせ先

九州農政局　鹿児島地域センター　０９９－２２２－０１２２

≪米穀事業者の皆さまへ≫
◆お米や米加工品の流通には、取引記録の作成・保存と産地情報の伝達が法律で義務付けられています。

◆一般消費者にお米や米加工品を販売・提供する場合には、産地情報の伝達を行うことが法律で義務付
　けられています。

≪消費者の皆さまへ≫
◇外食店や小売店等において、メニューや店内掲示、商品の容器や包装を見ていただくと、原料米の
　産地がわかります。

　

町
で
は
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
快
適
な
居
住

環
境
の
維
持
・
質
の
向
上
と
併
せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
町
民
が
町
内
の
施
工
業
者
を
活

用
し
て
個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
築
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
５
７
）

●
補
助
内
容

●
補
助
対
象
者

●
補
助
対
象
住
宅

●
施
行
業
者

●
申
込
み
方
法
等

●
補
助
対
象
者
の
決
定

●
平
成
25
年
度
募
集
日
時

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

学
習
後
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想

泊
野
小
学
校

『
泊
野
の
よ
さ
を
音
楽
で

　
　
　

 

表
現
す
る
』
活
動

流
水
小
学
校

『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　

流
水
っ
子
』
活
動

▲

写真４　家庭学習がんばり
　　　　チェックカード

さ
つ
ま
町

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金

ご存知

　ですか！？ご存知

　ですか！？



そ
の
他
、
聞
き
た
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

次
回
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

テ
ー
マ
（
課
題
）
が
あ
れ

ば
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

興
味
を
も
っ
た
内
容
等

が
あ
れ
ば
、
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

現
在
の
地
域
医
療
に
つ

い
て
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ご
自
由
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

問い

問い 問い

問い

８広報さつま９ 広報さつま

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

・
小
児
科
、
産
婦
人
科
が
で
き
な
い
の
か
。

・
学
生
を
育
て
や
す
い
シ
ス
テ
ム
が
ほ
し
い
。

・
さ
つ
ま
町
で
全
額
奨
学
金
を
準
備
し
、
医

師
確
保
は
で
き
な
い
も
の
か
。

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
１
回
の
運
行
値
段
は
い

く
ら
か
。

・
住
民
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
か
。

・
在
宅
医
療
に
つ
い
て
。

・
合
併
前
の
祁
答
院
地
区
消
防
本
部
に
お
け

る
、
旧
祁
答
院
町
分
の
出
資
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

・
認
知
症
問
題

・
地
域
医
療
の
先
進
地
に
学
ぶ

・
現
場
で
働
い
て
い
る
当
事
者
を
招
待
し
、

現
場
の
声
を
聞
く

・
国
民
健
康
保
険
の
収
支
状
況

・
今
回
の
テ
ー
マ
を
も
っ
と
興
味
を
引
く
よ

う
な
タ
イ
ト
ル
で
継
続
し
て
ほ
し
い
。

（
例
）
救
急
医
療
の
現
状
と
未
来
、
地
域

の
医
療
・
救
急
医
療
を
守
ろ
う
等

・
体
制
維
持
の
た
め
に
個
人
で
で
き
る
支
援
策

・
医
師
不
足
の
改
善
策

・
産
科
設
立

・
救
急
救
命
講
習
会
（
ま
た
は
そ
の
方
法
）

・
全
部
に
興
味
あ
り
…
２
件

・
川
薩
医
療
圏
連
携
…
14
件

・
医
師
増
対
策
…
12
件

・
救
急
医
療
の
実
情
（
Dr
ヘ
リ
含
）
…
７
件

・
在
宅
医
療
…
５
件

・
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
…
３
件

・
か
か
り
つ
け
医
制
度
…
２
件

・
草
野
会
長
の
話
…
２
件

・
高
松
教
授
の
講
演
…
２
件

・
死
亡
別
原
因
…
１
件

・
司
会
者
の
ま
と
め
の
事
例
…
１
件

・
一
人
暮
ら
し
、
夫
婦
暮
ら
し
が
多
い
中
、

近
隣
と
ど
の
よ
う
に
生
活
を
助
け
合
っ
て

い
く
か
、
家
族
は
ど
の
よ
う
に
最
期
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
か
、
具
体
的
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
（
宮
之
城
・
女
性
30
代
）

・
薩
摩
郡
医
師
会
の
診
療
科
と
先
生
方
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

（
宮
之
城
・
女
性
60
代
）

・
さ
つ
ま
町
か
ら
医
師
養
成
事
業
を
行
え
ば

よ
い
と
思
う
。
（
薩
摩
・
女
性
50
代
）

・
か
か
り
つ
け
医
が
な
く
困
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
（
宮
之
城
・
女
性
60
代
）

・
国
の
制
度
に
よ
り
お
か
し
く
な
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
国
の
制
度
で
よ
く
し
て
ほ
し
い
。

（
宮
之
城
・
男
性
50
代
）

・
医
師
の
技
術
経
験
向
上
の
た
め
、
薩
摩
郡

医
師
会
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
は
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

（
他
町
・
女
性
50
代
）

・
高
齢
化
が
進
む
中
、
郡
医
師
会
病
院
に
泌

尿
器
科
の
医
師
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の

は
悲
し
い
。
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

　

（
宮
之
城
・
女
性
60
代
）

・
新
臨
床
医
制
度
は
、
県
が
先
頭
に
立
っ
て

制
度
見
直
し
を
進
め
地
方
の
医
師
確
保
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
（
宮
之
城
・
男
性
60
代
）

・
高
齢
化
の
中
で
遠
く
の
病
院
に
通
え
な
い
。

町
内
で
診
療
科
を
備
え
て
ほ
し
い
。

　

（
薩
摩
・
男
性
70
代
）

・
お
医
者
さ
ん
と
の
交
流
を
大
い
に
や
り
た

い
。
機
会
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

（
宮
之
城
・
男
性
50
代
）

・
町
民
が
直
接
、
地
域
医
療
の
現
状
・
課
題

を
聞
く
こ
と
で
、
お
互
い
の
共
通
理
解
を

深
め
ら
れ
た
こ
と
は
意
義
深
か
っ
た
。
全

て
の
町
民
に
今
日
の
内
容
が
い
き
わ
た
っ

て
ほ
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　

（
宮
之
城
・
男
性
30
代
）

・
川
内
市
医
師
会
と
の
連
携
や
病
院
と
の
連

携
が
必
要
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
鶴
田
・
女
性
50
代
）

・
救
急
隊
の
過
酷
な
勤
務
状
況
が
理
解
で
き

ま
し
た
。
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
（
宮
之
城
・
女
性
60
代
）

・
さ
つ
ま
町
は
医
師
確
保
の
た
め
に
も
う
少

し
助
成
で
き
な
い
か
。
（
宮
之
城
・
女
性
70
代
）

・
さ
つ
ま
町
の
地
域
医
療
が
こ
ん
な
に
も
大

変
な
状
態
だ
っ
た
の
か
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
鶴
田
・
女
性
50
代
）

・
地
域
医
療
の
現
状
・
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
る
方
向
性

（
大
学
の
努
力
、
医
師
会
と
し
て
の
考
え

方
、
行
政
の
努
力
、
住
民
に
で
き
る
こ
と

＝
私
も
努
力
し
ま
す
）
が
出
て
い
た
。

　

（
鶴
田
・
女
性
40
代
）

・
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
非
常
に
感
激

し
ま
し
た
。
医
療
に
つ
い
て
深
く
関
心
を

も
ち
ま
し
た
。
（
宮
之
城
・
男
性
60
代
）

・
誰
も
病
気
に
な
り
た
く
て
な
る
人
は
い
な

い
が
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
（
宮
之
城
・
女
性
70
代
）

・
救
急
処
置
の
方
法
等
研
修
を
受
け
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
（
薩
摩
・
女
性
60
代
）

・
町
民
と
し
て
医
師
の
負
担
が
少
な
く
な
る

よ
う
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
、
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
も
う
一

度
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

（
薩
摩
・
女
性
60
代
）

　

今
回
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ
り
た
く
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
広
報
紙
等
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
９
月
７
日
に
鶴
田
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
お
伝
え
し
て
き
た
と
お
り
、
町
内
唯
一
の
二
次
医
療
機
関
で
あ
る
薩
摩
郡
医
師
会
病
院

の
医
師
の
勤
務
体
制
や
消
防
本
部
の
救
急
体
制
は
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
適
切
な
診
療
を
受
け
る
こ
と
や
健
康
な
生
活
を
心
が
け
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
下
の
表
及
び
次
の
ペ
ー
ジ
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
当
日
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
す
。

「
基
調
講
演
・
趣
旨

　
　
説
明
」
に
つ
い
て

医療関係者

行政関係者

一般参加者

団体職員

回答なし

17％

61％

9％

2％

11％

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

回答なし

21％

29％

27％

3％
1％0％

6％

5％

8％

よく理解できた

ある程度できた

あまり
理解できなかった

ほとんど
理解できなかった

回答なし

45％

47％

2％
1％

5％
医師不足の現状

救急医療の体制
・現状

救急隊の活動状況

行政の支援策

その他

回答なし

39％

24％

24％

10％

1％ 2％

参加者の所属区分表 参加者年代別表

９
割
の
方
に
理
解

し
て
い
た
だ
け
ま

し
た

町
の
医
療
体
制
を

学
び
ま
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

50
代
か
ら

70
代
の
方
の

参
加
が
多
い
ね

さつま町の救急医療の
現状と課題について

シンポジウムの中で、
興味深かった内容

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

参
加
者
３
２
７
人

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
２
０
７
枚

回
収
率
63
．
３
％

女性

人

男性

宮之城地区 鶴田地区 薩摩地区 その他 地区
0

20

40

60

80

100

120

76

107

50

36

1431

37

13

25

11
12

2

参加者の居住別・男女別表

参
加
者
の
感
想
な
ど

複数回答あり
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女
性
の
意
見
を
町
政
に

町
長
と
語
る
会
開
催

道
路
愛
護
県
知
事
表
彰

　
　
　
広
橋
公
民
会

町
か
ら
７
頭
出
場
！

か
か
し
を
作
っ
た
よ

　
　
　
　
盈
進
小
学
校

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

科
学
技
術
を
体
験

野
﨑
正
寛
さ
ん

玄
関
マ
ッ
ト

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が

ひ
が
ん
花

柊
野
地
区

真
っ
赤
に
咲
い
た

親
子
科
学
☆
実
験
隊

県
畜
産
共
進
会

お
出
迎
え

10広報さつま11 広報さつま

　　　

全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク

ー
ル
（
社
会
教
育
部
門
）
に
お
い

て
、
山
崎
の
野
﨑
正
寛
さ
ん
が
制

作
さ
れ
た
「
あ
や
か
ち
ゃ
ん
が
踊

っ
た
―
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
受
け

継
ぐ
小
学
校
文
化
財
少
年
団
―
」

が
、
最
も
優
秀
な
作
品
に
与
え
ら

れ
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
学
習
の
た
め
の
教
材
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
視
聴
覚

教
材
作
り
奨
励
と
活
用
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
県

の
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
県
視
聴
覚

教
育
連
盟
の
推
薦
に
よ
り
全
国
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
た
も
の

で
す
。
視
聴
覚
教
材
と
し
て
映
像

的
に
優
秀
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
現
在
全
国
的
に
課
題
と
な
っ

て
い
る
地
域
の
伝
統
文
化
継
承
の

解
決
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
点

が
特
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
、
道
路
愛
護
団
体
の

県
知
事
表
彰
伝
達
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
、
広
橋
公
民
会
が
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
永
年
に
わ
た
り
道
路
の

環
境
美
化
に
努
め
、
著
し
い
功
績

の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
受
賞
さ
れ
た
広
橋
公
民
会
は

集
落
周
辺
の
町
道
な
ど
の
除
草
作

業
や
支
障
樹
木
の
伐
採
な
ど
を
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
総
ぐ
る
み
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
、
さ
つ
ま
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
（
内
村
正
子
会
長

ほ
か
参
加
者
８
団
体
35
人
）
と
町

長
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
の
講
話
の
あ
と
、
小
・
中

学
校
の
適
正
化
計
画
や
各
種
委
員

の
女
性
登
用
に
つ
い
て
町
長
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
女

性
の
視
点
に
立
っ
た
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
会
で
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
施
設
研
修
の
報
告
と
し

て
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
分
け

方
と
出
し
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
ご
み

の
分
別
の
徹
底
に
努
め
る
よ
う
会

員
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
、
役
場
本
庁
舎
玄
関
に

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
玄
関
マ
ッ
ト
が

登
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ダ
ス
キ
ン
若
葉　

宮
之

城
店
さ
ん
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
町

内
52
か
所
で
活
躍
中
で
す
。

　

マ
ッ
ト
は
１
種
類
で
、
製
作
に
は

２
週
間
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

役
場
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

９
月
23
日
、
第
15
回
柊
野
ひ
が

ん
花
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
晴
天
の
影
響
で
開
花

が
早
ま
り
一
部
で
は
日
焼
け
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が

訪
れ
、
ひ
が
ん
花
散
策
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

散
策
の
途
中
で
は
、
柊
野
小
児

童
に
よ
る
史
跡
の
説
明
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校

新
体
操
部
の
発
表
も
あ
り
、
普
段

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
華
麗
な
演

技
に
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　　

９
月
21
日
、
さ
つ
ま
町
子
ど
も

会
親
子
科
学
☆
実
験
隊
が
、
鹿
児

島
市
立
科
学
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
親
子
で
身
近
な
科
学

に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

発
見
す
る
こ
と
の
喜
び
や
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
科
学
技

術
へ
の
夢
を
育
て
る
と
共
に
、
親

子
の
絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
計

画
さ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
や
保

護
者
な
ど
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
館
内
展
示
見
学
の
ほ

か
に
、
科
学
実
験
シ
ョ
ー
や
、
満

天
の
星
空
と
大
迫
力
の
全
天
デ
ジ

タ
ル
映
像
を
組
み
合
わ
せ
た
「
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
を
観
賞
す
る
な

ど
、
丸
一
日
科
学
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
科

学
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
や
お
も
し

ろ
さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
熱
心
に

展
示
物
を
見
学
し
た
り
、
実
験
装

置
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市

場
に
て
、
第
62
回
鹿
児
島
県
畜
産

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共

進
会
は
、
県
内
11
地
区
か
ら
肉
用

牛
59
頭
が
出
品
さ
れ
、
改
良
重
点

項
目
で
あ
る
体
型
面
と
管
理
面
の

改
善
点
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

薩
摩
地
区
か
ら
は
、
川
薩
畜
産

共
進
会
で
選
出
さ
れ
た
７
頭
（
全

頭
が
さ
つ
ま
町
内
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
薩
摩
中
央
高
校
か
ら
も

高
校
生
等
出
品
区
へ
ひ
さ
ひ
め
号

が
出
場
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
川
上
聖

志
さ
ん
が
、
同
高
校
で
の
取
組
等

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
個

人
・
団
体
成
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

《
個
人
成
績
》

種
目
・
名
号
・
出
品
者
・
成
績

・
若
雌
１
区　

ふ
み
号

　

羽
子
田
繁　

最
優
秀
13
席

・
若
雌
１
区　

さ
っ
ち
ゃ
ん
号

　

徳
重
真
生　

最
優
秀
14
席

・
若
雌
１
区　

じ
ゃ
い
こ
号

　

徳
重
真
生　

優
秀
賞

・
若
雌
２
区　

た
か
ら
１
８
８
号

　

徳
重
真
生　

最
優
秀
６
席

・
父
系
群　
　

も
も
こ
２
号

　

東
次
男　
　

優
秀
賞

・
父
系
群　
　

れ
い
こ
11
号

　

宝
満
辰
郎　

優
秀
賞

・
父
系
群　
　

ゆ
り
こ
号

　

徳
重
真
生　

優
秀
賞

《
団
体
成
績
》

　

地
区
別
共
進
会
団
体
成
績

　

第
５
位　

薩
摩
地
区

　

地
区
別
団
体
知
事
賞
成
績

　

第
４
位　

薩
摩
地
区

諏訪さんの説明を聞く児童

役場玄関で待ってま～す

活発な意見交換がなされました

賞状を手にする野﨑さん

表彰状を手にする広橋公民会の竪山さん

か
か
し
と
一
緒
に
ハ
イ
・
チ
ー
ズ
！

科学に興味津々の子どもたち

柊野小児童による仏飯講の説明鹿実新体操部の華麗な演技 柊野区郷土芸能保存会による棒踊り

たくさんのひがん花でお出迎え

科学実験ショーの様子

最優秀６席　若雌２区　たから１８８号

　

９
月
19
日
、
盈
進
小
学
校
体
育

館
で
５
年
生
を
対
象
に
か
か
し
作

り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
の
学
校
応
援
団
の

事
業
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　

講
師
の
諏
訪
親
代
さ
ん
（
中
津

川
）
は
、
「
（
か
か
し
は
）
風
の

日
も
雨
の
日
も
、
昼
も
夜
も
立
っ

て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
今
に

も
飛
び
出
し
そ
う
な
か
か
し
を
作

り
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
各
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
衣
料
品
な
ど
を
持
参
し
、
５
〜

６
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
後
、

児
童
は
「
友
だ
ち
と
一
緒
に
た
く

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
い

物
が
出
来
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ち
か
よ
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技
能
五
輪
出
場

湯
田
八
幡
神
社
大
祭

　
　
伝
統
芸
能
披
露

船
木
区
伝
統
芸
能

　 

豊
年
踊
り

ス
ポ
ー
ツ
で
い
き
い
き

　
　
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ

獅
子
舞
で
遊
ぶ

　
　
　 

柊
野
小

宮
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

地
域
で
過
ご
す
秋
の
一
夜

活
躍
中

求
名
区
十
五
夜

コーンめがけて「ソイッ」
コーンめがけて「ソイッ」

会
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11
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
千
葉

県
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る

「
第
51
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」

に
、
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
か

ら
４
人
の
選
手
が
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。
参
加
競
技
種
目
は
、

建
築
大
工
部
門
と
家
具
部
門
で
す
。

　

出
場
す
る
生
徒
は
「
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
の
で
、
学
ん
だ
こ

と
を
全
国
大
会
で
十
分
発
揮
し
て
、

優
勝
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
出
場
選
手
氏
名
（
敬
称
略
）

建
築
大
工
部
門　

徳
永　

和
正

建
築
大
工
部
門　

近
江
園　

翔

家
具
部
門　
　
　

井
上　

宏
樹

家
具
部
門　
　
　

引
地　

友
祝

　

８
月
27
・
28
日
に
開
催
さ
れ
た

第
20
回
鹿
児
島
県
中
学
校
夏
季
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
研
修
大
会
で
、
宮
之

城
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
２

年
男
子
団
体
戦
で
優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）　
　

Ａ
チ
ー
ム

矢
野
開
輝
・
大
野
響
生
・
今
村

政
博
・
新
留
光
貴
・
岩
元
黎

治
・
城
下
優
斗

　

ま
た
、
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ

た
第
44
回
鹿
児
島
県
知
事
杯
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
の
男
子
個

人
戦
で
、
矢
野
・
大
野
ペ
ア
が
優

勝
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
ほ
か
、
同
部
は
様
々
な
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
５
日
、
求
名
区
十
五
夜
祭

が
求
名
交
流
館
で
開
催
さ
れ
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
剣
道
の
型
披
露
や
飛
び

入
り
自
由
参
加
の
サ
イ
ダ
ー
早
飲

み
競
争
、
尻
す
も
う
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
は
笑
い
に
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
団
体
「
野
の

風
」
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た
団
子

と
焼
き
そ
ば
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪

れ
た
人
は
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
に
よ
る
「
第
８
回
い

き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
宮
之
城
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
16
チ
ー
ム
の
約
３
５
０
人

が
参
加
し
、
輪
投
げ
や
お
手
玉
入

れ
な
ど
８
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
は
終
始
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
、
選
手
の
皆
さ

ん
の
元
気
な
動
き
に
、
応
援
の
方

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
優
勝
は
船
木
旭
チ
ー
ム
、

準
優
勝
は
船
木
東
チ
ー
ム
、
３
位

は
上
平
川
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

こ
の
３
チ
ー
ム
は
、
11
月
に
薩

摩
川
内
市
で
行
わ
れ
る
川
薩
地
区

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　

10
月
６
日
、
船
木
区
農
業
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
で
伝
統
芸
能
豊
年

踊
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
年
踊
り
は
、
３
年
に
一
度
開

催
さ
れ
、
４
公
民
会
が
区
内
の
三

神
社
に
踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
船
木
東
公
民
会
の
一

本
矢
旗
踊
り
、
旭
公
民
会
の
棒
踊

り
、
船
木
西
公
民
会
の
髷
踊
り
、

船
木
下
公
民
会
の
三
本
矢
旗
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
地
域
住
民
の
勇

壮
な
踊
り
に
、
訪
れ
た
多
く
の
観

客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
髷
踊
り
の
記
事
は
、
Ｐ
23
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

10
月
６
日
、
湯
田
八
幡
神
社
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
「
秋
津
島
舞
」
と
流

水
小
学
校
児
童
14
人
と
中
学
生
10

人
の
計
24
人
に
よ
る
「
棒
踊
り
」

が
披
露
さ
れ
、
見
物
客
か
ら
、
多

く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
柊
野
小
学
校
体
育

館
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文

化
芸
術
体
験
事
業
の
一
環
と
し
て

獅
子
舞
体
験
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
、
全
国
で
公
演
を
行

っ
て
い
る
舞
台
実
演
家
の
多
田
純

也
さ
ん
を
招
き
、
児
童
は
獅
子
舞

の
頭
づ
く
り
に
挑
戦
。
す
り
足
の

練
習
を
し
て
獅
子
舞
を
動
か
し
た

り
、
ま
た
太
鼓
を
使
っ
て
リ
ズ
ム

を
と
り
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
祭
り
で
し
か
獅

子
舞
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で

す
。
滅
多
に
な
い
経
験
が
出
来
た

の
で
、
獅
子
舞
を
持
っ
て
帰
り
家

族
に
見
せ
た
い
で
す
」
と
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

泊 野 柏 原白男川

動

ボールは思わぬ方向へ…

勇壮な秋津島舞（湯田秋津島舞保存会）

一本矢旗踊り（船木東公民会）

いろんな獅子舞ができました

三本矢旗踊り（船木下公民会）

棒踊り（流水小学校棒踊り保存会）

棒踊り（旭公民会） 子どもたちも頑張りました！

左から引地さん、井上さん、近江園さん、徳永さん

児童・中学生による鷹踊り児童・中学生による鷹踊り

サイダーの早飲み競争

  尻すもう
「ハッケヨイ　ノコッタ」

ボールを上手に操りますボールを上手に操ります

全児童によるLet’s Jumping!
全児童によるLet’s Jumping!

ジャンケン大会「勝った!!」
ジャンケン大会「勝った!!」

開
催

各
地
で

運
どのチームも慎重に注ぎますどのチームも慎重に注ぎます

後
列
左
か
ら
岩
元
さ
ん
、
城
下
さ
ん
、

大
野
さ
ん
、
山
下
先
生　

前
列
左
か
ら

新
留
さ
ん
、
矢
野
さ
ん
、
今
村
さ
ん

お
お
み
ぞ
の

と
も
の
り

ま
げ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

月
夜
の
下
で
演
奏
会

３
種
目
で
新
記
録
が
誕
生

町
小
学
校
陸
上
記
録
会

原
田
隆
二
先
生

平
川
小
で
特
別
授
業

14広報さつま15 広報さつま

　

10
月
12
日
、
北
薩
広
域
公
園
で

第
27
回
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盈
進
小
学
校
・
鶴
田
中
学
校
・

宮
之
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
ほ
か
、

地
元
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
吹

奏
楽
団
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
全
員
に
よ
る
合
同
演

奏
で
は
、
幅
広
い
年
齢
の
音
楽
家

が
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、

観
客
は
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

宮
之
城
吹
奏
楽
団
の
ア
ン
コ
ー

ル
で
は
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
あ
わ

せ
て
飛
び
入
り
の
お
客
さ
ん
が
切

れ
の
あ
る
見
事
な
ダ
ン
ス
を
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
に

よ
る
焼
き
鳥
や
、
菜
々
小
町
の
う

ど
ん
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た

人
の
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
ち

く
り
ん
村
主
催
の
手
作
り
コ
ン
サ

ー
ト
は
今
年
も
大
成
功
の
う
ち
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
お
月

見
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
町
青
年
団

メ
ン
バ
ー
13
人
も
会
場
設
営
や
片

付
け
な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

団
長
の
福
島
英
之
さ
ん
は
、

「
さ
つ
ま
町
は
吹
奏
楽
の
町
で
あ

り
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
素

晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ

と
が
出
来
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
充
実
感
の
あ
る
活
動
で
し

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
団

員
26
人
。
様
々
な
職
業
の
若
者
が

集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
市

町
村
と
の
交
流
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
　

　

６
年
女
子　

若
吉　

真
帆

　

（
盈
進
小
）
11
秒
６

　

６
年
男
子　

黒
木　

達
矢　

　

（
盈
進
小
）
10
秒
４

◆
１
０
０
ｍ
走
　

　

５
年
女
子　

柳
澤　

香
菜
子

　

（
山
崎
小
）
16
秒
１

　

５
年
男
子　

内
藤　

雪
宗　

　

（
山
崎
小
）
15
秒
０

　

６
年
女
子　

指
宿　

玲
那

　

（
柏
原
小
）
15
秒
１

　

６
年
男
子　

池
田　

龍
星

　

（
山
崎
小
）
14
秒
０　

◆
８
０
０
ｍ
走

　

５
年
女
子　

中
須　

瑠
菜

　

（
盈
進
小
）
２
分
49
秒
４　

　
　

         

※
大
会
新
記
録

　

５
年
男
子　

岩
田　

光
瑠　

　

（
盈
進
小
）
２
分
46
秒
２

　

６
年
女
子　

太
田　

華
乃

　

（
盈
進
小
）
３
分
01
秒
１

　

６
年
男
子　

池
田　

龍
星

　

（
山
崎
小
）
２
分
33
秒
１

◆
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　

　

５
年
女
子　

盈
進
小

　
　

１
分
04
秒
９

　

（
鷹
屋
楓
・
若
吉
千
里
・　

 

　
　

濵
田
紗
由
紀
・
下
村
愛
）

　

５
年
男
子　

盈
進
小

　
　

１
分
03
秒
５

　

（
羽
子
田
涼
・
四
元
大
貴
・

　
　

宮
達
哉
・
有
村
颯
）

　

６
年
女
子　

柏
原
小

　
　

１
分
02
秒
２
※
大
会
タ
イ
記
録

　

（
中
村
優
花
・
綾
園
由
衣
・

　
　

福
元
真
奈
・
指
宿
玲
那
）

　

６
年
男
子　

山
崎
小

　
　

59
秒
０

　

（
中
島
太
陽
・
祝
迫
駿
輔
・

　
　

福
原
泰
成
・
池
田
龍
星
）

◆
走
り
幅
跳
び
　

　

５
年
女
子　

鷹
屋　

楓　
　

　
　

（
盈
進
小
）
３
ｍ
20
㎝ 

　

５
年
男
子　

松
坂　

謙
汰

　
　

（
佐
志
小
）
３
ｍ
64
㎝

　

６
年
女
子　

指
宿　

玲
那

　
　

（
柏
原
小
）
３
ｍ
86
㎝

　
　

         

※
大
会
新
記
録

　

６
年
女
子　

福
元　

愛
叶

　
　

（
白
男
川
小
）
３
ｍ
85
㎝

　
　

         

※
大
会
新
記
録

　

 

６
年
男
子　

小
西　

毅
瑠　

　
　

（
佐
志
小
）
３
ｍ
97
㎝

◆
走
り
高
跳
び　

　

５
年
女
子　

若
吉　

千
里

　
　

（
盈
進
小
）
１
ｍ
15
㎝　

　
　

      

※
大
会
タ
イ
記
録

　

５
年
男
子　

内
藤　

雪
宗　

　
　

（
山
崎
小
）
１
ｍ
20
㎝

　

６
年
女
子　

中
村　

優
花

　
　

（
柏
原
小
）
１
ｍ
20
㎝

　
　
　
　

※
大
会
タ
イ
記
録

　

６
年
男
子　

松
下　

未
怜

　
　

（
盈
進
小
）
１
ｍ
31
㎝

　

10
月
11
日
、
平
川
小
学
校
体
育

館
で
原
田
隆
二
先
生
（
水
俣
病
研

究
の
第
一
人
者
で
患
者
の
救
済
に

努
め
ら
れ
た
故
・
原
田
正
純
先
生

の
弟
で
白
石
病
院
の
院
長
）
に
よ

る
特
別
授
業
が
行
わ
れ
、
３
〜
６

年
の
児
童
及
び
地
区
住
民
約
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

原
田
先
生
は
、
平
川
で
の
思
い

出
の
ほ
か
環
境
と
健
康
を
テ
ー
マ

に
し
た
授
業
を
展
開
。
水
俣
病
に

つ
い
て
は
、
視
野
が
狭
く
な
る
、

感
覚
が
無
く
な
る
と
い
っ
た
症
状

や
、
胎
児
が
母
体
で
亡
く
な
る
と

い
っ
た
悲
惨
な
状
況
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
宮
之
城

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
別

展
「
原
田
正
純
の
ま
な
ざ
し
」
を

11
月
17
日
ま
で
開
催
中
で
す
。　

迫力ある合同演奏

　
10
月
10
日
、
宮
之
城
運
動
公
園
で
第
９
回
さ
つ
ま
町
小
学
校
陸
上
記
録

会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
14
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
達
は
、
友
だ
ち
や
保
護
者
の
声
援
を
受
け
て
、
精
い
っ
ぱ
い
競
技

し
３
種
目
で
大
会
新
記
録
が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
１
位
と
大
会
新
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

男子８００Ｍ

四季の風景をお楽しみください

抽選会のお手伝い（お月見コンサート）

説明を受ける生徒の皆さん

《
現
場
だ
よ
り
》

⑧

新
庁
舎
建
設
事
業

　

朝
夕
が
涼
し
く
な
っ
た
９
月
、
新

庁
舎
建
設
は
、
議
場
部
分
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
が
終
わ
り
、
躯
体
工
事

の
す
べ
て
が
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
、

サ
ッ
シ
が
取
り
付
け
ら
れ
、
内
装
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
26
日
、
私
立
れ
い
め
い
高
校

建
築
科
（
薩
摩
川
内
市
）
の
生
徒
30

人
が
建
設
現
場
を
訪
れ
、
新
庁
舎
の

概
要
の
ほ
か
、
今
回
採
用
さ
れ
た
工

法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
林
・
本
田
Ｊ
Ｖ
（
共

同
企
業
体
）
の
黒
木
所
長
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
、
空
間
を

大
き
く
と
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
Ｐ

Ｒ
Ｃ
梁
（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）
や
外
壁
タ
イ
ル
の
特
徴

な
ど
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
末
ま
で
の
出
来
高
は
42
．
91

％
（
計
画
比
△
０
．
99
）
で
す
。

原田先生による授業の様子
揃いのポロシャツで道路標識清掃

跳人としても参加（町夏まつり）

①男子走り高跳び

②女子400mリレー

③元気いっぱいの

　選手宣誓

④応援にも力が入

　ります

楽
し
く

 

地
域
貢
献
中

　

さ
つ
ま
町
在
住
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
今
別
府
千
草
さ
ん
の

２
０
１
４
年
カ
レ
ン
ダ
ー
「
さ

つ
ま
町
の
風
景
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
は
が
き
サ
イ
ズ
で
表
紙

を
入
れ
、
13
枚
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
つ
ま
町
の
四
季
の

風
景
を
や
さ
し
い
タ
ッ
チ
で
描

い
て
い
ま
す
。
宮
之
城
鉄
道
記

念
館
さ
つ
ま
物
産
館
で
限
定
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

さ
つ
ま
の
風
景

③

①

②

④
く
た
い



広
　
告

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

お墓のリフォーム

墓石・納骨堂　解体・撤去

銘碑の彫り込み

墓石 納 骨 堂

鳥　居　通

のご案内第９回 さつまフェスタさつまフェスタさつまフェスタ
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広
　
告

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

　

今
年
も
11
月
15
日
（
金
）
か
ら

狩
猟
免
許
を
持
っ
た
ハ
ン
タ
ー
に

よ
る
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
、
野
生
鳥

獣
を
捕
獲
す
る
た
め
猟
銃
や
わ
な

を
使
用
し
た
狩
猟
が
県
内
一
斉
に

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
内
だ
け
で
な
く
、
他

の
市
町
で
も
狩
猟
以
外
で
野
山
に

入
ら
れ
る
方
は
次
の
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

・
山
林
内
で
は
、
な
る
べ
く
見
通

し
の
良
い
道
を
利
用
す
る
。

・
ラ
ジ
オ
等
の
音
響
機
器
を
携
行

す
る
。
（
音
を
出
し
て
人
間
が

い
る
こ
と
を
ハ
ン
タ
ー
に
分
か

ら
せ
る
）

・
ハ
ン
タ
ー
が
あ
な
た
を
鳥
獣
と

見
間
違
わ
な
い
よ
う
に
、
目
立

つ
格
好
・
服
装
を
す
る
。

【
狩
猟
期
間
】

　

原
則
と
し
て
11
月
15
日
か
ら
翌

年
２
月
15
日
ま
で

※

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
つ
い
て
は

猟
期
が
３
月
15
日
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
】

　

鳥
獣
保
護
区
や
休
猟
区
等
狩
猟

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
区
域
を
除
く

県
内
全
域
。

　

昨
年
度
も
、
狩
猟
中
に
お
け

る
事
故
・
違
反
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
出
猟
の
際
に
は
、
狩
猟

者
必
携
（
平
成
25
年
度
版
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項
等

を
再
確
認
し
、
狩
猟
時
の
安
全

確
保
に
は
十
分
留
意
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
脱
包
の
施
行
　
　
　
　
　

・
矢
先
の
確
認
と
獲
物
の
確
認

・
細
心
な
銃
器
の
取
り
扱
い

・
適
正
な
猟
犬
の
管
理  

 

・
適
正
な
「
わ
な
」
の
管
理
と

　
標
識
の
設
置
　

・
冷
静
な
行
動
　
　
　
　
　

・
目
立
つ
色
の
帽
子
、
ベ
ス
ト

　
の
着
用
　

　

町
で
は
狩
猟
者
の
方
々
の
負

担
軽
減
を
目
的
に
、
捕
獲
器

（
箱
わ
な
・
く
く
り
わ
な
）
の

購
入
費
用
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　

耕
地
林
業
課　

林
務
係　

 

　
　
　
　

（
内
線
２
４
３
２
）

　

鶴
田
支
所　

耕
地
林
務
係　

　
　
　
　

（
内
線
４
１
２
６
）

　

薩
摩
支
所　

耕
地
林
務
係　

　
　
　
　

（
内
線
６
１
３
３
）

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
は
皆
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
は
身
体
づ
く
り
。
「
食
べ
る
・
遊
ぶ
・

寝
る
」
こ
れ
が
子
ど
も
に
と
っ
て
は
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

次
は
こ
こ
ろ
育
て
。
「
楽
し
い
食
事
」
「
お
い
し
い
お
や

つ
」
「
う
れ
し
い
遊
び
」
「
お
も
し
ろ
い
経
験
」
「
自
分
の
気

持
ち
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
安
心
感
」
「
大
好
き
な
人
が
い
る

喜
び
」
「
ホ
ッ
と
す
る
時
間
」
ど
の
家
庭
に
も
何
気
な
く
あ
る

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な

の
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
「
遊
ぶ
こ
と
」
は
乳
児
期
か
ら
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
目
と
目
を
合
わ
せ
、
お
歌
を
歌
っ
て
身
体
を

触
っ
て
あ
げ
た
り
、
い
な
い
な
い
ば
あ
や
追
い
か
け
っ
こ
、
こ

ち
ょ
こ
ち
ょ
く
す
ぐ
り
や
、
高
い
高
い
な
ど
、
子
ど
も
が
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
楽
し
い
と
感
じ
る
ひ
と
時
が
、

成
長
の
力
に
な
り
ま
す
。
お
散
歩
や
砂
場
遊
び
、
公
園
で
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
好
き
な
遊
び
の
ひ

と
つ
で
す
。
一
緒
に
見
る
絵
本
も
子
ど
も
の
想
像
力
を
ひ
ろ
げ

ま
す
。

　

一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
身
体
の
使
い
方
が
上
手
に
な
っ
た
り
、

共
感
の
気
持
ち
が
ふ
く
ら
み
、
自
我
が
育
ち
自
分
の
気
持
ち
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

自
分
で
見
て
聞
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
見
通
す
力
や
こ
と
ば
の

力
が
育
ち
、
子
ど
も
の
生
き
る
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぶ
子
ど
も
の
瞳
は
き
ら

き
ら
輝
い
て
い
ま
す
。
き
っ
と
ま
た
子
ど
も
さ
ん
の
素
敵
な
所

や
新
し
い
成
長
を
発
見
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　楽しいステージ、たくさんの「農林産物」や「特産品」等の展示即販売、親子で楽し

めるゲーム、郷土芸能祭、『さつま大鍋』の無料試食会など盛りだくさんの内容で皆様

をお待ちしております。また、青森県鶴田町のりんごや中種子町の海産物も販売します。

大人気の「さつま大鍋」

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑩

　

さ
つ
ま
町
内
に
は
た
く
さ
ん
の

石
造
物
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で

も
庚
申
塔
は
町
内
各
地
に
遺
さ
れ

て
お
り
、
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
庚

申
信
仰
と
は
、
庚
申
（
か
の
え
さ

る
＝
年
に
６
～
７
回
）
の
日
に
人

間
の
体
内
に
い
る
三
尸
の
虫
が
夜

に
眠
っ
た
人
間
の
体
を
抜
け
出
し
、

天
帝
に
そ
の
人
の
日
ご
ろ
の
行
い

を
告
げ
て
寿
命
を
定
め
る
と
い
う

考
え
で
、
中
国
の
道
教
に
影
響
を

受
け
て
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
庚
申
の
日
の
夜
に
眠
ら
ず

に
過
ご
す
こ
と
で
、
三
尸
の
虫
を

外
に
出
さ
ず
寿
命
を
延
ば
そ
う
と

い
う
も
の
が
庚
申
待
ち
と
言
わ
れ

る
も
の
で
、
こ
れ
を
行
う
集
団
は

庚
申
講
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
庚
申
信
仰
が
一
般

に
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
江
戸
時
代
以
降
で
す
が
、
古

く
は
室
町
時
代
頃
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
宮
之
城
虎
居
の
庚
申

塔
に
は
、
享
禄
四
年
（
１
５
２
1

年
）
、
鶴
田
の
庚
申
塔
は
、
天
文

三
年
（
１
５
３
４
年
）
の
銘
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
庚
申
塔
は
、
江
戸
時

代
以
降
に
広
く
作
ら
れ
る
板
碑
型

の
も
の
で
は
な
く
五
輪
塔
型
の
も

の
で
、
県
内
で
も
か
な
り
古
い
も

の
で
す
。
い
ず
れ
も
県
の
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の

庚
申
講
は
、
鶴
田
で
は
正
月
・
五

月
・
九
月
の
十
八
日
、
薩
摩
で
は

毎
年
一
月
の
庚
申
の
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

鶴田の庚申塔

虎居の庚申塔

狩
猟
解
禁

お
知
ら
せ

狩
猟
者
の
皆
様
へ

子どもの健やかな
　　成長のために 遊ぶことの大切さ遊ぶことの大切さ

健康さつま21　 こんにちは保健師です

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

　さつまフェスタの開催に合わせて、こども図書館～えほんの森～を特別開館します。フェスタにお越しの際は、

ぜひこども図書館にもお立ち寄りください。

　また、当日の午前１０時から午後３時まで、薩摩支所入口横の通路で「０円古本市」も開催します。町図書室で

利用しなくなった図書を、お１人５冊までご自由にお持ち帰りいただけますので、ぜひご利用

ください。ご家庭にある不要となった図書と交換することもできます。

（雑誌・漫画本との交換はご遠慮ください。）

　なお、屋地楽習館図書室・鶴田中央公民館図書室は休館となりますので、ご注意ください。

＜お問い合わせ先＞　さつま町教育委員会　社会教育課　社会教育係　☎53-1733（直通）

こども図書館を特別開館＆「０円古本市」を開催！
（古本を無料で差し上げます）

■日　時　１１月１７日（日）　

　　　　　午前９時～午後３時

■場　所　薩摩総合運動公園（求名）

■共催イベント　みやんじょ五ッ太鼓まつり

■主　催　さつまフェスタ実行委員会

＜お問い合わせ先＞

さつま町役場　農政課農政係

　　　　　　　☎53-1111（内線2422・2423）

さ
ん
し

の
こ

ど
う
き
ょ
う

ゼロ
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■
制
度
の
趣
旨
と
目
的

　

指
定
さ
れ
た
極
小
規
模
校
で

学
ば
せ
た
い
と
希
望
す
る
保
護

者
・
児
童
に
一
定
の
条
件
の
も

と
特
別
に
入
学
（
転
学
）
を
認

め
る
制
度
で
す
。

■
特
認
校
へ
の
入
学
（
転
学
）

　

入
学
（
転
学
）
を
希
望
す
る

場
合
は
、
別
に
定
め
た
入
学
転

学
の
条
件
に
基
づ
き
町
教
育
委

員
会
が
可
否
の
判
断
を
行
い
ま

す
。

■
指
定
す
る
学
校
（
特
認
校
）

○
白
男
川
小
学
校

　

白
男
川
１
５
０
１
番
地
１

　

☎
（
52
）
２
８
７
６

○
泊
野
小
学
校

　

泊
野
４
５
１
番
地

　

☎
（
54
）
２
０
０
３

○
柊
野
小
学
校

　

柊
野
４
６
７
番
地

　

☎
（
59
）
８
２
０
３

■
特
認
校
へ
入
学
（
転
学
）
が

で
き
る
学
校

　

特
認
校
に
入
学
（
転
学
）
が

で
き
る
学
校
は
、
盈
進
小
学
校

か
ら
だ
け
で
す
。

■
通
学
上
の
条
件

　

町
通
学
費
補
助
の
適
用
が
あ

り
ま
す
。
（
一
部
、
保
護
者
負

担
あ
り
）

■
入
学
（
転
学
）
の
期
間

　

原
則
と
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
一
年

間
と
し
ま
す
。
引
き
続
き
通
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
翌
年
度

の
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■
申
込
期
間

　

平
成
25
年
11
月
15
日
（
金
）
か
ら

　

平
成
25
年
12
月
16
日
（
月
）
ま
で

■
学
校
見
学
な
ど

　

特
認
校
の
見
学
・
参
観
・
体

験
入
学
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
当
該
学
校
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
な
手
続
き
や
内
容
に

つ
い
て
は
、町
教
育
委
員
会
総
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
で
は
、

新
た
な
学
校
適
正
化
計
画（
案
）

を
策
定
し
、
現
在
関
係
者
へ
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
画
が

決
定
し
た
場
合
、
新
規
の
募
集

は
平
成
26
年
度
ま
で
と
な
り
ま

す
。
制
度
を
利
用
中
の
方
に
つ

い
て
は
再
編
ま
で
継
続
す
る
予

定
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
町
立
幼
稚
園

の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

鶴
田
幼
稚
園
に
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
入
園
願
書
受
付
期
間 

　

平
成
25
年
12
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
25
年
12
月
13
日
（
金
）
ま
で

■
募
集
を
行
う
町
立
幼
稚
園

○
鶴
田
幼
稚
園

　

神
子
７
５
８
番
地

　

☎
（
55
）
９
９
５
０

■
入
園
対
象
者

　

満
４
・
５
歳
児

（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成

22
年
４
月
１
日
生
の
幼
児
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係
ま
た
は

鶴
田
幼
稚
園

　
【
森
林
所
有
者
届
出
制
度
】

　

売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
森
林
法
に
基
づ
き
事
後
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
を
届

け
る
方
は
除
く
）

　

所
定
の
届
出
書
と
と
も
に
、

登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
可
）

又
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
の

写
し
、
土
地
位
置
図
面
を
添
付

し
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
期
間

　

土
地
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
取
得
土
地
の
あ

る
市
町
村
に
届
出
。

【
伐
採
造
林
届
出
制
度
】

　

森
林
の
大
切
な
公
益
的
機
能

を
維
持
す
る
た
め
、
森
林
を
伐

採
す
る
と
き
は
、
森
林
法
に
基

づ
き
事
前
に
「
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
届
」
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
皆
伐
制
限
が
あ

る
森
林
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、

所
定
の
届
出
書
に
位
置
図
面
を

添
付
し
、
必
ず
事
前
に
届
け
て

下
さ
い
。

■
届
出
期
間

　

伐
採
開
始
前
（
90
日
〜
30
日

前
）
に
土
地
の
あ
る
市
町
村
に

提
出
。

（
た
だ
し
、
保
安
林
は
、
伐
採

開
始
前
に
県
（
地
域
振
興
局
）

へ
届
け
出
て
許
可
等
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
３
生
）
健
診

　

11
月
20
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
３
生
）
育
児
相
談

　

11
月
15
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
９
生
）
健
診

　

11
月
27
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

12
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
８
生
）
歯
科
健
診

　

12
月
５
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
７
生
）
健
診

　

12
月
11
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　

11
月
25
日
（
月
）

　

12
月
９
日
（
月
）

　

12
月
16
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

11
月
20
日
（
水
）

　

11
月
27
日
（
水
）

　

12
月
５
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

12
月
３
日
（
火
）

　

12
月
17
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

12
月
13
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

　
《
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
で
す
か
》

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
言

葉
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
強
制

保
険
制
度
で
す
。

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業

種
・
規
模
の
如
何
を
問
わ
ず

労
働
保
険
の
適
用
事
業
と
な

り
、
事
業
主
は
加
入
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
や

各
種
届
け
出
を
労
働
保
険
事

務
組
合
等
に
委
託
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　

お
済
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、

お
早
め
に
加
入
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城　

    

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
１
５
３

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

　　　

鹿
児
島
県
内
水
面
漁
場
管
理

委
員
会
、
鹿
児
島
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
、
熊
毛
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
で
は
、
近
年
、
急
激

な
資
源
の
悪
化
が
見
ら
れ
る
ウ

ナ
ギ
資
源
を
保
護
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
委
員
会
指
示
を
出

し
ま
し
た
。

■
禁
止
す
る
水
産
動
植
物

　

全
長
21
㎝
を
超
え
る
ウ
ナ
ギ

（
全
長
21
㎝
以
下
の
ウ
ナ
ギ
は
、

年
間
を
通
じ
て
採
捕
禁
止
）

■
禁
止
期
間

　

毎
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
（
ウ
ナ
ギ
が
産
卵
回
遊

に
向
か
う
時
期
）

■
禁
止
区
域

　

鹿
児
島
県
内
の
河
川
な
ど
の

内
水
面
及
び
海
面
（
奄
美
市
、

大
島
郡
を
除
く
）

■
指
示
の
有
効
期
間

　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
水
産
振
興
課　

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
４
２
８ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
（
２
８
６
）
５
６
１
３  

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源

泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で

す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の

合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総

額
に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致

し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額

の
過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を

「
年
末
調
整
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
所

得
税
の
納
税
を
完
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料

な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
税
務
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
８
３
０

　

※
自
動
音
声
案
内　

・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

・
介
護
保
険
料
第
５
期

【
納
期
限
12
月
２
日
】  

e-m
ail:g
yo
ch
o
u
@
p
ref.

k
ag
o
sh
im
a.lg
.jp
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総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

内
線
２
２
１
４

10
月
か
ら
12
月
ま
で
ウ
ナ
ギ

の
採
捕
を
禁
止
し
ま
す
！

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
４
１

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

　
　
　
　
　
強
化
月
間
で
す

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
１
４
４

健
康
診
査
日
程
【
11
・
12
月
分
】

教
育
委
員
会
総
務
課　

総
務
係

　
　
　
　
　

 

　

内
線
２
５
１
６

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度

　
　
　
　
　
（
特
認
校
制
度
）

耕
地
林
業
課　

林
務
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
４
３
２

森
林
所
有
者
届
出
制
度

伐
採
造
林
届
出
制
度

税
務
課　

収
納
第
１
係

　
　

 　
　
　
　

内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

税
務
課　

町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
１
１

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　

内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

学
校
教
育
課　

学
事
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
５
１
４

町
立
幼
稚
園
新
入
園
児
募
集

９
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    65件

　運んだ人      63人

◆内 訳

　急　病 　35件 35人

　交通事故  4件  3人

　その他　 26件 25人

◆発生件数　　4件

　内訳　建物　1件

　　　　林野　1件

　　　　その他2件

い
か
ん



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４
 

年
金
相
談

 

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
を
！

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

は
期
限
ま
で
に
提
出
を
！

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
町
民
課
　
町
民
係
　
内
線
２
１
２
５

総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
１
４

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」

　
～
知
恵
を
出
そ
う
　

　
　
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
　
　
鹿
児
島
県
の
未
来
～

　
　
　
　
　
　
　
　
の
開
催

20広報さつま21 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お手数ですが

50 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課広報文書係　行
　　　　　　（2013/11 月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

文章は添削させていただく場

合がありますので、あらかじ

めご了承ください。

コーナー

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

　
　
　

日
は
明
る
い
お
知
ら
せ
を
い
た

　
　
　

し
ま
す
。

　

郷
土
さ
つ
ま
町
出
身
（
京
都
在
住
）

の
方
が
偶
然
に
も
２
名
同
時
に
、
今
年

度
の
瑞
宝
章
の
栄
誉
あ
る
叙
勲
に
11
月

３
日
付
で
受
章
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
中
津
川
出
身
の
柏
木
栄
光

氏
、
佐
志
出
身
の
内
田
正
徳
氏
。
揃
っ

て
受
章
さ
れ
る
我
が
さ
つ
ま
町
の
同
士

の
功
績
に
皆
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
申
し

上
げ
る
べ
く
、
本
紙
を
お
借
り
し
て
ご

披
露
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

（
京
都
在
住
の
老
人　

男
性
）

　

本
町
出
身
者
の
活
躍
状
況
を
教
え
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
２
人
の
方
が
同
時
に
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
（
警
察
功
労
）
を
受
章
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
町
民
と
し
て
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
先
輩
方
の
御
活
躍
を
励

み
に
、
さ
つ
ま
町
も
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
『
京
都
在
住
の
老
人
』
さ
ん
、
貴

重
な
情
報
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

  

（
総
務
課　

広
報
文
書
係　

 

）

き
り
と
り
線

きりとり線

今

花

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧

姓
）・
配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）・

基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内
容
等

を
薩
摩
支
所
町
民
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

等
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時
　

　

11
月
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

薩
摩
支
所　

会
議
室

■
申
込
期
日
　

　

11
月
18
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
先
　

　

薩
摩
支
所　

町
民
係　

　
　

内
線
６
１
２
１

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の

申
告
に
お
い
て
納
め
た
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申

告
す
る
際
に
は
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
皆
様
に
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
時
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方

は
、
平
成
25
年
11
月
上
旬
に
、

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
今
年
は
じ
め
て

納
付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
26
年

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の

方
に
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親

族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
12
月
１
日
の
提
出
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。
も
し
、
提
出
を
忘

れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額

が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
扶
養

親
族
の
い
な
い
方
も
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が

あ
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

 

平
成
26
年
分
「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
る
方
は
、

65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

万
円
以
上
あ
る
方
と
65
歳
以
上

で
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

あ
る
方
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
（
22
）
５
２
７
６

　
（
県
議
会
と
県
民
と
の

　
　
　
　
　

意
見
交
換
会
）

　

薩
摩
川
内
市
に
お
い
て
、
県

議
会
と
北
薩
地
域
の
方
々
と
の

意
見
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所

　

薩
摩
川
内
市　

中
央
公
民
館

■
テ
ー
マ

「
あ
な
た
の
考
え
る
北
薩
地
域

の
振
興
策
」
ほ
か
県
政
一
般

■
参
加
議
員

　

正
・
副
議
長

　

地
元
選
出
議
員

　

そ
の
他
県
議
会
議
員

　

県
議
会
か
ら
県
民
の
皆
様
に

対
し
て
、
議
会
の
役
割
や
活
動

内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
民
の
皆
様
か
ら
直
接
、
地
域

の
諸
課
題
等
に
つ
い
て
御
意
見

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
意
見

交
換
を
行
う
「
県
議
会
と
県
民

と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

※
多
数
の
皆
様
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。
入
場
無
料
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

県
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　

池
松
、
新
地
、
片
平　

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
０
１
３

10月子牛せり市結果　期日：10月９日(水)～10日(木） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 294 154,691,000 1,190,000 526,160 275

293

285

536,674

532,046

797,000

1,190,000

200,716,000

355,407,000

374

668

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対９月分）

 3,454円安値

  8,393円高値

　  3,216円高値

■
課
長
職
（
10
月
４
日
付
け
）

湯
下
吉
郎　

危
機
管
理
監　

総
務
課
長
兼

安
全
安
心
対
策
課
長
（
企
画
課
長
兼
企
業

誘
致
対
策
室
長
）　

▽
﨑
野
裕
二　

企
画

課
長
兼
企
業
誘
致
対
策
室
長
（
危
機
管
理

監　

安
全
安
心
対
策
課
長
）

総
務
課　

秘
書
人
事
係　

内
線
２
２
１
２

職
員
の
異
動
の
お
知
ら
せ

　

匿
名
の
女
性
か
ら
屋
地
楽
習
館
図
書
室

に
対
し
「
図
書
室
の
本
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
か
ら
、
こ
ち
ら
で
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
お
言
葉
と
と
も
に
、
全
国
共
通
図

書
カ
ー
ド
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
た
く
お
受
け
し
、
さ
っ
そ
く
屋
地

楽
習
館
図
書
室
分
の
図
書
を
15
冊
ほ
ど
購

入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

町
図
書
室
で
は
、
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
な
図
書
を
各
種
取
り
揃
え
、
ご
要

望
に
沿
う
も
の
を
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
お
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
は
、
と
て
も
あ
り
が
た

く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
室
よ
り
】

図
書
カ
ー
ド
を
寄
附
し
て

　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た
！

「
京
に
さ
つ
ま
隼
人

　
　
　  

こ
こ
に
あ
り
」



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年１１月２日生

ちゃん橋西夢華

両親から一言

父　賢　太 さん

母　百　恵 さん

元気に育ってね！

はしにし ゆ め か

広瀬公民会

22広報さつま23 広報さつま

９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分
（
12
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分
（
22
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

北
囿　

勝
敏

介
護
保
険
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

No．25さつま町よかとこファイル

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お
便
り

　
　

待
っ
て
ま
す

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

北
薩
広
域
公
園

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。）

　

県
立
北
薩
広
域
公
園
は
、
こ
れ
ま

で
体
験
工
房
、
花
の
広
場
、
温
泉
も

利
用
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
、
大
型
遊

具
、
芝
生
運
動
広
場
等
の
ふ
る
さ
と

ゾ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
、
平
成
14
年
４

月
に
一
部
オ
ー
プ
ン
し
、
毎
年
約
15

万
人
、
累
計
で
１
６
０
万
人
の
入
園

客
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

整
備
は
今
後
も
進
み
、
本
年
度
は

公
園
中
央
部
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
の
造

成
や
植
栽
工
事
な
ど
と
、
川
内
川
を

挟
ん
だ
対
岸
の
歴
史
ゾ
ー
ン
で
あ
る

虎
居
城
跡
を
結
ぶ
橋
り
ょ
う
架
設
や

一
帯
の
整
備
な
ど
の
基
本
設
計
が
始

ま
り
ま
す
。

　

推
込
の
水
辺
と
親
し
む
環
境
整
備
、

更
に
今
後
国
で
計
画
予
定
の
市
街
地

部
の
河
川
環
境
整
備
「
川
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
に
よ
り
、
川
内
川
、
森
林

な
ど
の
景
観
を
生
か
し
た
歴
史
、
文

化
、
芸
術
に
富
ん
だ
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
虎
居
城
壁
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
護
岸
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

が
楽
し
め
る
河
川
敷
、
今
後
整
備
さ

れ
る
こ
れ
ら
と
有
機
的
に
連
動
し
た

取
り
組
み
を
創
出
し
、
本
町
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
の
場
所
と
し
て
、
活
性

化
の
起
爆
剤
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

(９月分)

※個人情報の取扱い

　ご記入いただいた個人情報

は、お便りのご紹介・賞品

発送以外の目的では使用し

ません。

　

髷
踊
り
は
、
17

代
目
島
津
義
弘
の

朝
鮮
出
兵
に
伴
い
、

武
士
た
ち
の
士
気

を
高
め
る
た
め
、

必
勝
祈
願
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、
船
木
地
区

の
豊
年
祭
で
踊
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　

一
時
は
、
戦
争
や

若
者
の
地
元
離
れ
で
、
な

く
な
り
そ
う
で
し
た
が
、

壮
年
団
を
中
心
に
復
活
し

ま
し
た
。
三
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
こ
の
髷
踊
り
は
、

別
名
「
ず
し
き
ゃ
ん
」
と

も
呼
ば
れ
、
独
特
の
リ
ズ

ム
と
、
踊
り
が
特
徴
的
で

あ
り
、
鐘
と
バ
ラ
デ
コ
と

呼
ば
れ
る
大
き
な
太
鼓
で

演
奏
し
ま
す
。
背
中
に
背

負
っ
て
い
る
の
は
矢
旗
と
い
い
、

踊
る
と
き
に
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
、

と
て
も
優
雅
に
見
え
ま
す
。
こ

の
矢
旗
は
船
木
西
公
民
会
の
方

々
が
一
日
か
け
て
作
り
ま
す
。 

　

今
年
は
、
自
分
も
踊
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い

リ
ズ
ム
に
悪
戦
苦
闘
で
し
た
。

し
か
し
、
大
変
貴
重
な
経
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

き
り
と
り
線

きりとり線

・９月３日　　　 2,996円

　永野まちづくり懇談会時

・９月７日　　　17,675円

　地域医療を考えるシンポジ

　ウム時

・９月19日　　　15,000円

　第37回九州管内系統和牛枝

　肉共励会「金賞」受賞祝賀会

・９月20日　　 100,000円

　台風18号被災に伴う見舞金

　（友好交流町の青森県鶴田町へ）

・９月26日　　　14,400円

　地元産品ＰＲ用  

・９月30日　　　 8,395円

　寄附受入時

町長の動静 （平成25年９月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

1
日

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

  　

19
日 

    

20
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

第
９
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

職
員
朝
会　

▽
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
式
（
５
経
営
体
）　

▽
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

防
衛
省
防
衛
白
書
説
明
来
庁
（
陸
上
自
衛
隊
川
内
出
張
所
長
）

秋
季
畜
産
共
進
会
（
薩
摩
地
区
）　

▽
永
野
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

議
会
全
員
協
議
会
（
９
月
議
会
新
規
政
策
事
業
等
）　

▽
プ
レ
ス
発
表
（
新
規
政
策
事
業
等
）

秋
季
畜
産
共
進
会
（
宮
之
城
地
区
）

宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
新
旧
館
長
来
庁
面
談　

▽
大
和
電
機
㈱
社
長
来
庁
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
）

町
政
座
談
会
中
間
反
省
会

平
成
25
年
度
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
関
係
者
意
見
交
換
会

９
月
定
例
議
会
開
会
（
議
案
12
件
提
出
）

子
牛
せ
り
市

本
会
議
（
一
般
質
問
６
名
）

本
会
議
（
一
般
質
問
２
名
）
・
（
総
括
質
疑
）

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
事
務
協
議
（
鹿
児
島
市
）　

▽
町
交
通
安
全
対
策
会
議
及
び
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

町
立
薩
摩
中
学
校
体
育
祭　

▽
県
民
体
育
大
会
ラ
グ
ビ
ー
応
援

金
吾
様
踊
り
（
大
石
神
社
）　

▽
柊
野
区
敬
老
会　

▽
中
学
校
体
育
祭
（
宮
之
城
・
鶴
田
・
山
崎
）

地
区
及
び
福
祉
施
設
敬
老
行
事

企
業
訪
問
活
動
（
愛
知
県
〜
岐
阜
県
）　

18
日
ま
で

議
会
総
務
厚
生
・
文
教
経
済
常
任
委
員
会
（
町
長
総
括
質
疑
）　

▽
全
農
九
州
管
内
枝
肉
共
励
会
金
賞
祝
賀
会

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
竣
工
式
（
旧
宮
之
城
中
学
校
跡
地
）　

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
書
監
査
委
員
意
見
書
提
出
受　

▽
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
町
長
と
語
る
会

各
地
区
（
宮
之
城
屋
地
・
虎
居
）
及
び
小
学
校
運
動
会
（
白
男
川
・
泊
野
・
平
川
・
流
水
・
柏
原
）

第
15
回
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り

交
通
安
全
立
哨　

▽
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
出
発
式　

▽
県
畜
産
共
進
会
出
品
者
激
励
訪
問

薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
事
業
報
告　

▽
道
路
愛
護
県
知
事
表
彰
伝
達
式

県
畜
産
共
進
会
出
品
者
壮
行
会

全
国
視
聴
覚
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
伝
達
式　

▽
鹿
児
島
森
林
管
理
署
来
庁
協
議　

大
和
電
機
㈱
と
立
地
協
定
調
印
式
（
薩
摩
工
業
団
地
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
）

町
内
関
係
機
関
交
流
会　

▽
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ほ
か
来
庁
面
談

課
長
会　

▽
町
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
と
町
長
と
語
る
会　

▽
薩
摩
地
区
葉
た
ば
こ
振
興
会
販
売
反
省
会

県
畜
産
共
進
会
（
姶
良
市
）

各
地
区
及
び
小
学
校
運
動
会
（
山
崎
・
盈
進
・
佐
志
・
紫
尾
・
求
名
・
永
野
・
中
津
川
）

議
会
全
員
協
議
会
（
追
加
議
案
６
件
概
要
説
明
・
報
告
案
件
２
件
）

知
事
と
町
村
長
と
語
る
地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）
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昨年はさつまフェスタでも披露しました
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一
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あ
た

り
単
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（
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込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

川越　達也
か わ ご え た つ や

さん
平川小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,043人（+　3人） 

　男　　10,646人（-  2人）

　女　　12,397人（+  5人）

    世帯数　9,776世帯

 転入    54人　転出   41人

 出生　  16人　死亡   26人

 （平成25年10月１日現在）

     （　）は前月対比

兄と二人でゲームを作りたい
　ぼくの夢は、ゲームデザイナーになることです。ゲームデザイ

ナーとは、キャラクターやゲーム機などのデザインをする人のこ

とです。ぼくは、絵やキャラクターを描くのが得意です。そして、

ぼくの兄がゲームクリエイターになりたいということも知ってい

ます。「ぼくも手伝えることはないかな」と思いついたのが、ゲ

ームデザイナーです。将来は、兄と二人でみんながワクワクして

楽しめる、かっこいいキャラクターがたくさん登場するアクショ

ンゲームを作りたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

11　月

12　月

11　月

12　月

10日

17日

23日

24日

１日

８日

15日

薩摩郡医師会病院

海江田医院

林田内科

宮之城病院

立志病院

薩摩郡医師会病院

クオラリハビリテーション病院
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10日

17日

23日

24日

１日

８日

15日

青空薬局

タバタ薬局

ウチ薬局

ヘルシー薬局

フタヤ薬局

青空薬局

ｍｙ薬局さつま
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☎
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